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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　いずれの側からも表示の観察が可能な表示パネルと、
　前記表示パネルを挟むように配置された一対の液晶シャッター手段と、
　前記表示パネルを一方の側から観察した場合における正規の表示と鏡像の表示とを１フ
ィールドまたは１フレームを単位とした単位走査期間毎に前記表示パネルに表示させる表
示制御手段と、
　該表示制御手段による前記一方の側から観察した場合における正規の表示と同期して前
記正規の表示が観察されるように前記一方の側の液晶シャッター手段の開閉を制御すると
ともに、前記表示制御手段による前記一方の側から観察した場合における鏡像の表示と同
期して前記他方の側の液晶シャッター手段を前記他方の側において正規の表示が観察され
るように開閉し、かつ、前記一対のシャッター手段は同時に開閉することがないように前
記一対の液晶シャッター手段の開閉を制御する液晶シャッター制御手段と、を具備するこ
とを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　いずれの側からも表示の観察が可能な表示パネルと、
　前記表示パネルを挟むよう配置された一対の液晶シャッター手段と、
　表示の鏡像を１フレームまたは１フィールドおきに前記表示パネルに表示させる表示制
御手段と、
　前記表示制御手段の動作と同期して、前記一対の液晶シャッター手段を、１フレーム走
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査毎または１フィールド走査毎に、同時に開くことがないよう開閉させる液晶シャッター
制御手段であって、前記表示パネルの一方の側で前記鏡像が本来の表示として観察される
よう、前記一対の液晶シャッター手段を開閉させる液晶シャッター制御手段と、を具備し
、
　前記表示制御手段が、前記表示パネルにおける水平走査の方向を１フレーム毎または１
フィールド毎に反転させる走査反転回路を備え、
　前記液晶シャッター制御手段が、前記走査反転回路の出力に応答して、前記一対の液晶
シャッター手段の開閉を切り換え制御することを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　複数の表示素子を１単位として含む１個の画素を複数有しており、いずれの側からも表
示の観察が可能な表示パネルと、
　複数の前記画素からなる表示パネルに対応し、前記表示パネルを挟むよう配置された一
対の液晶シャッター手段であって、前記１個の画素に対応する１画素領域毎に開閉可能な
液晶シャッター手段とを有し、
　前記１画素領域に対応した一方の液晶シャッターを透過状態とした場合に他方の液晶シ
ャッターを遮光状態とし、他方の前記１画素領域に対応した一方の液晶シャッターを遮光
状態とした場合に他方の液晶シャッターを透過状態とすることにより前記表示パネルの表
裏面から同時に正規の画像を観察することができるように前記液晶シャッター手段を制御
する液晶シャッター制御手段と、を具備することを特徴とした表示装置。
【請求項４】
　入力信号に基づいて表示を行う複数の画素を有し、選択した位置の画素により第１面と
第２面との表裏両面からの表示が可能な表示パネルと、
　前記第１面側と前記第２面側とにそれぞれ設けられ、１又は複数の画素毎に開閉が可能
な第１シャッター手段及び第２シャッター手段と、
　前記第１面側から観察した第１表示と前記第２面側から観察した第２表示とが同じ表示
に見えるように表示制御を行う表示制御手段と、前記第１表示の際には前記第２シャッタ
ー手段により前記第２面側の表示画素を遮蔽するとともに、前記第２表示の際には前記第
１シャッター手段により前記第１面側の表示画素を遮蔽するシャッターの開閉制御を行う
シャッター制御手段と、を含む制御手段と
を有し、
　前記表示制御手段は、前記第１表示と前記第２表示との表示期間の切り替えるとともに
、前記シャッターを開にし前記第１面側又は前記第２面側のいずれか一方から前記第１表
示と前記第２表示を見た場合に、前記第１表示と前記第２表示とが互いに略鏡像になる関
係を有するように表示制御を行い、
　前記第１表示と前記第２表示とが切り替えられる前記表示期間は、１フィールドまたは
１フレームを単位とした単位走査期間であることを特徴とする表示装置。
【請求項５】
　前記シャッター制御手段は、前記表示制御手段による前記表示期間の切り替え動作に同
期させたシャッターの開閉制御を行うことを特徴とする特許請求の範囲第４項に記載の表
示装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、
　前記入力信号に基づいて、データ信号を前記画素の走査単位毎に記憶する記憶回路と、
　前記走査単位毎の走査順序を反転させる走査反転回路と、
　前記記憶回路に記憶された前記データ信号と前記走査反転回路から出力される反転走査
信号とに基づいて、前記走査順序による第１表示と前記反転走査信号に基づく反転走査順
序による第２表示とを異なるタイミングで行うためのデータ信号を前記表示パネルに出力
する信号駆動回路と、
　前記走査反転回路から出力される反転走査信号を反転する信号反転回路と、
　該信号反転回路からの出力信号に基づいて前記第１シャッター手段と前記第２シャッタ
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ー手段との開閉を制御するシャッター切換回路であって、前記信号駆動回路から出力され
る前記第１表示と前記第２表示とのいずれか一方を前記走査単位毎に択一的に表示させる
際に、選択表示されなかった方の表示面側を前記第１又は第２シャッター手段により択一
的に遮蔽するシャッター切換回路と
を有することを特徴とする請求の範囲第４項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第１及び第２のシャッター手段は、前記第１表示面と前記第２表示面とにそれぞれ
対向して配置されている液晶パネルにより形成されていることを特徴とする請求の範囲第
４項から第６項までのいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、
　前記入力信号に基づいて、データ信号を前記画素の走査単位毎に記憶する記憶回路と、
　前記走査単位毎の走査順序により前記表示パネルへの走査駆動信号を与える走査駆動回
路と、
　前記記憶回路に記憶された前記データ信号と前記走査駆動回路から出力される走査駆動
信号とに基づいて、前記走査順序による第１画像表示と前記反転走査信号に基づく反転走
査順序による第２画像表示とを異なるタイミングで行うための画像信号を前記表示パネル
に出力するとともに、前記記憶回路から受け取った前記画像信号の出力順を走査順序毎に
変更する信号駆動回路と、
　前記走査反転回路から出力される反転走査信号を反転する信号反転回路と、
　該信号反転回路からの出力信号に基づいて前記第１シャッター手段と前記第２シャッタ
ー手段との開閉を制御するシャッター切換回路であって、前記信号駆動回路から出力され
る前記画像信号に基づく前記第１表示と前記第２表示とのいずれか一方を前記走査単位毎
に択一的に表示させる際に、選択表示されなかった方の表示面側を前記第１又は第２シャ
ッター手段により択一的に遮蔽するシャッター切換回路と
を有することを特徴とする特許請求の範囲第４項から第７項までのいずれか１項に記載の
表示装置。
【請求項９】
　前記第１及び第２のシャッター手段は、前記第１表示面と前記第２表示面とにそれぞれ
対向して配置されている液晶パネルにより形成されていることを特徴とする請求の範囲第
４項から第７項までのいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　入力信号に基づいて表示を行う複数の画素を有し、選択した位置の画素により第１面と
前記第１面に相対する第２面との表裏両面からの表示が可能な表示パネルと、
　前記第１面側と前記第２面側とにそれぞれ設けられ、１又は複数の画素毎に開閉が可能
な第１シャッター手段及び第２シャッター手段と、
　前記第１面側から観察した第１表示と前記第２面側から観察した前記第１表示とは異な
る第２表示との表示制御を行う表示制御手段と、
　前記第１表示の際には、前記第２シャッター手段により前記第１面側側の表示画素を透
過とするとともに前記第２面側の表示画素を遮蔽し、前記第２表示の際には、前記第１シ
ャッター手段により前記第２面側の表示画素を透過とするとともに前記第１面側の表示画
素を遮蔽するシャッターの開閉制御を前記表示パネルの表裏面から同時に正規の画像を観
察することができるように前記シャッター手段を制御するシャッター制御手段と、を含む
制御手段と
を有する表示装置。
【請求項１１】
　第１表示面と第２表示面とを有し、前記第１表示面および前記第２表示面の表裏両面か
らの表示が可能な表示パネルと、
　前記第１表示面側と前記第２表示面側とにそれぞれ設けられ、前記表示素子毎に開閉が
可能な第１シャッター手段及び第２シャッター手段と、
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　前記第１表示面側から観察した第１表示と前記第２表示面側から観察した前記第１表示
とは異なる第２表示との表示制御を行う表示制御手段と、前記第１表示の際には前記第２
シャッター手段により前記第１表示面側の表示画素を透過とするとともに前記第２表示面
側の表示画素を遮蔽し、前記第２表示の際には前記第１シャッター手段により前記第２表
示面側の表示画素を透過とするとともに前記第１表示面側の表示画素を遮蔽することによ
り前記表示パネルの表裏面から同時に正規の画像を観察することができるように前記液晶
シャッター手段を制御する液晶シャッター制御手段と、を含む制御手段と
を有する表示装置。
【請求項１２】
　前記表示パネルの表示制御手段と前記シャッター手段とが同じ回路により制御されるこ
とを特徴とする請求の範囲第１項から第１１項までのいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１３】
　請求の範囲第１項から第１２項までのいずれか１項に記載の表示装置を備えた端末装置
。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
　本発明は、表示パネルを表裏両面から同時に見ることができる表示技術に関する。
【背景技術】
　文字情報や画像情報等を表示する表示装置において、表示装置の表示面側に向かってい
る人と表示面の裏側にいる人とが互いに対面した状態で、表示装置に表示される情報をほ
ぼ同時に共有して見たい場合がある。表示装置に表示される情報を共有するのが好ましい
状況とは、例えば、顧客に対する保険契約の勧誘に際し、保険掛け金等のシミュレーショ
ン結果を説明したい場合や、表示装置を用いて商品説明やプレゼンテーションを行う場合
などである。
　このような目的に供する表示装置としては、例えば特開昭６１－１８５８５３号公報に
記載されたような扁平ブラウン管を用いた装置がある。また、特開平９－１９０１５８号
公報には、背中合わせの一対の画像表示装置の夫々の表示面にシャッターを設けておき、
画像表示装置を使用するか否かに応じてシャッターによる切り換えを行う技術が記載され
ている。
【発明の開示】
　しかしながら、上述したような従来の技術のうち扁平ブラウン管を用いている装置では
、ブラウン管自体の重量を支える構造が必要になるため、表示装置そのものが大型となる
。また、表示部がブラウン管であるため、液晶等を用いる表示パネルに比較して消費電力
が大きくなるという問題もある。このような理由から、扁平ブラウン管を用いる表示装置
は、特に、移動・携帯の目的には適さない。
　また、特開平９－１９０１５８号公報に記載された一対の液晶表示装置を用いる技術で
は、特にカラー表示が必要な場合に、カラー表示に対応した液晶表示装置を２台使う必要
があり、製造コストが高くなるという問題がある。
　本発明は上記のような問題点を解決するために提案されたものであり、本発明の目的は
、表示パネルに表示される画像を該表示パネルの表裏両面より同じように見ることができ
る表示装置を提供することにある。
　上記の目的を達成するために、請求の範囲第１項の発明は、いずれの側からも表示の観
察が可能な表示パネルと、前記表示パネルを挟むように配置された一対の液晶シャッター
手段と、表示の鏡像を１フレームまたは１フィールドおきに前記表示パネルに表示させる
表示制御手段と、前記表示制御手段の動作と同期して、前記一対の液晶シャッター手段を
、１フレーム走査毎または１フィールド走査毎に、同時に開くことがないよう開閉させる
液晶シャッター制御手段であって、前記表示パネルの一方の側で前記鏡像が本来の表示と
して観察されるよう、前記一対の液晶シャッター手段を開閉させる液晶シャッター制御手
段と、を具備することを特徴とする表示装置を提供する。
　請求の範囲第２項の発明は、前記表示制御手段に、前記表示パネルにおける水平走査の
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方向を１フレーム毎または１フィールド毎に反転させる走査反転回路を設け、前記液晶シ
ャッター制御手段が、前記走査反転回路の出力に応答して、前記一対の液晶シャッター手
段の開閉を切り換え制御するようにしたものである。
　また、上記の目的を達成するため、請求の範囲第３項の発明は、一対の表示素子を１個
の画素とする複数の画素からなり、いずれの側からも表示の観察が可能な表示パネルと、
前記表示パネルを挟むよう配置された一対の液晶シャッター手段と、前記一対の表示素子
のうちの一方の表示素子の組によって表示される画像の鏡像が、前記一対の表示素子のう
ちの他方の表示素子の組によって表示されるよう、それぞれの前記表示素子を駆動する表
示制御手段と、前記表示制御手段の動作と同期して、前記一対の液晶シャッター手段を、
１フレーム走査毎または１フィールド走査毎に、同時に開くことがないよう開閉させる液
晶シャッター制御手段であって、前記表示パネルの一方の側で前記鏡像が本来の画像とし
て観察されるよう、前記一対の液晶シャッター手段を開閉させる液晶シャッター制御手段
と、を具備することを特徴とした表示装置を提供する。
　請求の範囲第４項の発明は、前記表示制御手段が、前記一対の表示素子の一方の組と他
方の組との間で、１水平走査毎に、前記鏡像を切り換え表示させることを特徴とするもの
である。
　また、入力信号に基づいて表示を行う複数の画素を有し、選択した位置の画素により第
１面と第２面との表裏両面からの表示が可能な表示パネルと、前記第１面側と前記第２面
側とにそれぞれ設けられ、１又は複数の画素毎に開閉が可能な第１シャッター手段及び第
２シャッター手段と、前記第１面側から観察した第１表示と前記第２面側から観察した第
２表示とが同じ表示に見えるように表示制御を行う表示制御手段と、前記第１表示の際に
は前記第２シャッター手段により前記第２面側の表示画素を遮蔽するとともに、前記第２
表示の際には前記第１シャッター手段により前記第１面側の表示画素を遮蔽するシャッタ
ーの開閉制御を行うシャッター制御手段と、を含む制御手段とを有する表示装置が提供さ
れる。
　また、互いに近接して配置される第１及び第２の少なくとも２以上の表示素子を含む画
素を複数有し、選択された位置における画素により第１表示面と第２表示面との表裏両面
からの表示が可能な表示パネルと、前記第１表示面側と前記第２表示面側とにそれぞれ設
けられ、前記表示素子毎に開閉が可能な第１シャッター手段及び第２シャッター手段と、
前記第１表示面側から観察した第１表示と前記第２表示面側から観察した第２表示とが同
じ表示に見えるように表示制御を行う表示制御手段と、前記第１表示の際には前記第２シ
ャッター手段により前記第２表示面側の表示画素を遮蔽するとともに、前記第２表示の際
には前記第１シャッター手段により前記第１表示面側の表示画素を遮蔽するシャッターの
開閉制御を行うシャッター制御手段と、を含む制御手段とを有する表示装置が提供される
。
　また、入力信号に基づいて表示を行う複数の画素を有し、選択した位置の画素により第
１面と第２面との表裏両面からの表示が可能な表示パネルと、前記第１面側と前記第２面
側とにそれぞれ設けられ、１又は複数の画素毎に開閉が可能な第１シャッター手段及び第
２シャッター手段と、前記第１面側から観察した第１表示と前記第２面側から観察した前
記第１表示とは異なる第２表示との表示制御を行う表示制御手段と、前記第１表示の際に
は前記第２シャッター手段により前記第２面側の表示画素を遮蔽するとともに、前記第２
表示の際には前記第１シャッター手段により前記第１面側の表示画素を遮蔽するシャッタ
ーの開閉制御を行うシャッター制御手段と、を含む制御手段とを有する表示装置が提供さ
れる。
　また、互いに近接して配置される第１及び第２の少なくとも２以上の表示素子を含む画
素を複数有し、選択された位置における画素により第１表示面と第２表示面との表裏両面
からの表示が可能な表示パネルと、前記第１表示面側と前記第２表示面側とにそれぞれ設
けられ、前記表示素子毎に開閉が可能な第１シャッター手段及び第２シャッター手段と、
前記第１表示面側から観察した第１表示と前記第２表示面側から観察した前記第１表示と
は異なる第２表示との表示制御を行う表示制御手段と、前記第１表示の際には前記第２シ
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ャッター手段により前記第２表示面側の表示画素を遮蔽するとともに、前記第２表示の際
には前記第１シャッター手段により前記第１表示面側の表示画素を遮蔽するシャッターの
開閉制御を行うシャッター制御手段と、を含む制御手段とを有する表示装置が提供される
。
【図面の簡単な説明】
第１図は、本発明の第１の実施の形態による表示装置に用いられる表示素子の構成例を示
す断面図である。
第２図は、第１図の表示素子を用いた表示装置を駆動するための制御回路の構成例を示す
ブロック図である。
第３図（イ）、（ロ）、（ハ）及び（ニ）は、第２図に示す制御回路の動作を説明するた
めのタイミング図である。
第４図は、本発明の第２の実施の形態による表示装置を示す図であり、１個の画素を２個
の表示素子で構成し、各表示素子を一対の液晶シャッターで挟む構成例である。
第５図は、本発明の第２の実施の形態による表示装置における表示パネルの具体的構成例
を示す回路図である。
第６図は、第５図の表示パネルを用いた表示装置を駆動するための制御回路の構成例を示
すブロック図である。
第７図は、（イ）及び（ロ）は、第６図に示す制御回路の動作を説明するためのタイミン
グ図である。
【発明を実施するための最良の形態】
　第１図は、本発明の実施の形態による表示装置に用いることができる表示パネルであっ
て、光透過型有機エレクトロルミネッセンス素子（以下、「光透過型有機ＥＬ素子」と称
する。）からなる表示素子ＤＥとそれを挟む一対のスイッチとを有する表示部ＤＤの構造
を示す断面図である。図１に示すように、表示部ＤＤは表示素子ＤＥと、表示素子ＤＤを
挟む一対の液晶シャッター２ａｓ、２ｂｓとを有しており、表示素子ＤＥは、一対の透明
基板１ａｓ、１ｂｓのうちの一方の基板１ａｓ上に光透過型有機ＥＬ素子３を形成し、そ
の光透過型有機ＥＬ素子３を他方の透明基板１ｂｓで狭着した構造を有する。それぞれの
透明基板１ａｓ、１ｂｓの外面に、一対の液晶シャッター２ａｓ、２ｂｓが取り付けられ
て一体化され、こうして１個の画素としての表示部ＤＤが構成される。
　公知の光透過型有機ＥＬ素子３は、一方の透明基板１ａｓ上に、例えば、透明陽電極層
と、正孔輸送層と、発光層と、有機電子注入層と、透明陰電極層とを形成することにより
形成でき、対をなす透明陽電極層と透明陰電極層との間に所定の電圧を印加することによ
り、透明陽電極層側及び透明陰電極層側から発光層の発光を取り出すことができる構造を
有する。
　一対の液晶シャッター２ａｓ、２ｂｓのそれぞれは、例えばＴＮ型液晶構造を有してお
り、捩れた状態の液晶を２枚の透明電極により挟持している。さらに、この液晶を挟持す
る２枚の透明電極を、偏光方向を直交させた２枚の偏光フイルタの間に挟んでいる。この
ように構成することにより、各液晶シャッターの２枚の透明電極間に択一的に電圧を印加
することにより、表示素子ＤＥからの発光をＡ方向またはＢ方向のいずれか一方にのみ透
過させて表示させることができる。
　上記表示素子ＤＥを画像表示に必要な数だけ縦および／または横にマトリックス状に整
列配置することにより、２次元平面上にアクティブマトリックス型表示パネルＤＰ（第２
図参照）を構成することができる。
　第２図は、第１図に示す表示素子ＤＥを所望の数だけ平面状に配列した表示パネルＤＰ
と該表示パネルの動作を制御するための制御回路とを有する、本発明の第１の実施の形態
による表示装置の構成例を示すブロック図である。尚、第２図においては、液晶シャッタ
ー２ａｓ、２ｂｓは、それぞれ、表示素子ＤＥに対応してオンオフが可能なように配置さ
れ、表示パネルＤＰを挟むように設けられた一対の液晶シャッター２ａｓ、２ｂｓである
。
　第２図に示すように、本発明の第１の実施の形態による表示装置は、画像信号源ＳＧか
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らの画像信号を受け取る制御回路ＣＣと、この制御回路ＣＣにより制御される表示パネル
ＤＰ及び複数対の液晶シャッター２ａｓ、２ｂｓを備えている。以下、第２図および第３
図を参照して、第１図に示す表示パネルＤＰに画像信号を表示させるための制御回路ＣＣ
の動作について、表示パネルＤＰと複数対の液晶シャッター２ａｓ、２ｂｓとの関係を中
心に説明する。第２図に示すように、制御回路ＣＣは、フレームメモリ回路１１と、信号
駆動回路１２と、走査駆動回路１３と、シャッター切り換え回路１４と、走査反転回路１
５と、インバータ１６とを備え、フレームメモリ回路１１及び走査駆動回路１３の入力は
画像信号源ＳＧの出力と接続され、また、シャッター切り換え回路１４の出力は液晶シャ
ッター２ａｓ、２ｂｓと接続され、走査反転回路１５の出力は表示パネルＤＰと接続され
る。
　第２図において、画像信号源ＳＧからフレーム毎に出力された画像信号は、フレームメ
モリ回路１１に取り込まれる。また、画像信号源ＳＧはそのフレーム信号を走査駆動回路
１３に供給する。走査駆動回路１３は、画像信号源ＳＧからのフレーム信号に同期して、
表示パネルＤＰに関する水平方向走査信号ｈｓを発生する。走査駆動回路１３からの水平
方向走査信号ｈｓは走査反転回路１５に与えられ、走査反転回路１５において１フレーム
毎に走査方向を反転し表示パネルＤＰを駆動する水平方向走査反転信号ｈｓｉを生成する
。
　一方、フレームメモリ回路１１から読み出された画像信号は、信号駆動回路１２におい
て信号処理がなされ、表示パネルＤＰの列方向に延在する信号線に入力される。この際、
表示パネルＤＰには、走査反転回路１５からの水平方向走査反転信号ｈｓｉが行方向に延
在する走査線に対して供給されるので、表示パネルＤＰにおけるそれぞれの表示素子ＤＥ
に映像信号と水平方向走査反転信号ｈｓｉとが印加され、アクティブになった信号線と走
査線との交差する箇所に配置されている表示素子ＤＥを発光させる。これにより表示パネ
ルＤＰにおいて、画像信号源ＳＧからの信号に応じた表示が行われる。
　走査反転回路１５からの水平走査反転信号ｈｓｉはインバータ１６においてさらに反転
され元の水平方向走査信号ｈｓと同じ信号に戻された後にシャッター切り換え回路１４に
与えられる。以下、シャッター切り換え回路１４の動作例について第３図に示すタイミン
グチャート図を参照しつつ説明する。走査反転回路１６からの水平方向走査反転信号ｈｓ
ｉ（第３図の（イ））がロー（Ｌ：反転させないとき）となるフレームの期間Ｐ１におい
ては、シャッター切り換え回路１４は、インバータ１６からの水平方向走査信号ｈｓを受
け取り、一方の側の液晶シャッター２ｂｓにはハイ（Ｈ）の信号（第３図の（ロ））、他
方の側の液晶シャッター２ａｓにはロー（Ｌ）の信号（第３図の（ハ））を印加する。両
方の液晶シャッター２ａｓ、２ｂｓは例えばＴＮ型液晶素子により形成されているため、
Ｈの信号が印加された液晶シャッター２ｂｓは光の透過率が低くなることにより閉じて光
路を遮断するが、ローの信号が印加された液晶シャッター２ａｓは光の透過率が高くなる
ことにより開いて光路を開放する。つまり、第１図に示す画像出力方向で説明すると、表
示素子ＤＥから発せられた光はＡ方向に通過し、Ｂ方向には遮断されるので、第３図の（
ニ）に示すように、表示装置の画像出力方向はＡとなる。
　次のフレーム期間Ｐ２では、走査反転回路１５から出力される水平方向走査反転信号ｈ
ｓｉはハイとなるので、表示パネルＤＰにおける水平方向走査は、前のフレーム期間Ｐ１
における走査方向とは逆の方向で開始される。例えば、前のフレーム期間Ｐ１では水平走
査を右から左に行っていた場合には、今回のフレーム期間Ｐ２においては左から右に走査
が行われる。同時に、インバータ１６からシャッター切り換え回路１４に与えられる水平
方向走査信号ｈｓはローとなるので、一方の側の液晶シャッター２ｂｓにはローの信号が
印加され、他方の側の液晶シャッター２ａｓにはハイの信号が印加される。これにより、
一方の側の液晶シャッター２ｂｓは開いて光路を開放し、他方の側の液晶シャッター２ａ
ｓは閉じて光路を遮断する。
　従って、表示素子ＤＥから発せられた光は、Ａ方向においては遮断され、Ｂ方向では通
過する状態となるため、表示装置からはＢの方向にのみ画像表示がなされることになる。
　以後のフレーム期間Ｐ３、Ｐ４、Ｐ５、Ｐ６、・・・においても、上記と同様の動作が
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反復され、表示装置からの画像出力方向は、第３図の（ニ）に示すように、方向Ａと方向
Ｂとに交互に切り換えられる。
　映像信号源ＳＧから出力される映像信号を表示する表示パネルＤＰが画像出力方向Ａに
画像を出力したとき、つまり液晶シャッター２ａｓが光路を開放しているときに、この液
晶シャッター２ａｓに対向する観察者に正規の画像が観察される。すなわち、水平方向走
査反転信号ｈｓｉが反転させていない（すなわち、水平方向走査反転信号ｈｓｉがローの
）ときのフレーム期間Ｐ１、Ｐ３、Ｐ５、…（以下、「第１フレーム期間」と称する。）
）に表示パネルＤＰに表示された表示画像が、開いた状態の液晶シャッター２ａｓを通過
して画像出力方向Ａに出力されたときに液晶シャッター２ａｓに対向する観察者に画像が
見える。
　次のフレーム期間Ｐ２、Ｐ４、Ｐ６、…（以下、「第２フレーム期間」と称する。））
では、走査反転回路１５から出力される水平方向走査反転信号ｈｓｉは反転されてローと
なり、表示パネルＤＰにおける水平走査は逆方向に行われ、液晶シャッター２ａｓは閉じ
て光路を遮断し、液晶シャッター２ｂｓは開いて光路を開放する。従って、第１フレーム
期間において表示パネルＤＰに表示された画像は画像出力方向Ｂに出力され、液晶シャッ
ター２ａｓに対向する側からの表示装置を見る第１の観察者は、その画像を見ることがで
きる。液晶シャッター２ｂｓに対向する側から表示装置を見る第２の観察者も、第１の観
察者と同様の画像を第２フレーム期間において、見ることができる。このように、第１及
び第２の２人の観察者が表示装置を挟んで、表示パネルＤＰに表示された同様の画像を見
ることで情報を共有することが可能となる。
　次に、第４図を参照して、本発明の第２の実施の形態による表示装置のについて説明す
る。この第２の実施の形態における表示装置では、２個の表示素子により１個の画素が構
成されており、各表示素子の前面および後面に液晶シャッターが配置される。すなわち、
第４図に示すように、１つの行における１個の画素は、その行方向に隣り合う２個の表示
素子ＤＥ１、ＤＥ２からなり、この画素に隣り合う次の行の１個の画素は表示素子ＤＥ３
、ＤＥ４から構成されている。なお、次行の表示素子ＤＥ３、ＤＥ４をも示したのは、後
述の動作説明の都合からである。これら表示素子ＤＥ１～ＤＥ４のそれぞれに対応して、
各表示素子を挟むように一対の液晶シャッターａ１、ｂ１、ａ２、ｂ２、ａ３、ｂ３、ａ
４、ｂ４が設けられている。
　すなわち、表示素子ＤＥ１には一対の液晶シャッターａ１、ｂ１が、表示素子ＤＥ２に
は一対の液晶シャッターａ２、ｂ２が、表示素子ＤＥ３には一対の液晶シャッターａ３、
ｂ３が、そして表示素子ＤＥ４には一対の液晶シャッターａ４、ｂ４が配置される。
　実際には、表示パネルは、第４図に示す、それぞれ光透過型有機ＥＬ素子で構成された
一対の表示素子ＤＥ１、ＤＥ２と同じ構成の表示素子を、１つの水平行が２ｍ個の表示素
子（したがってｍ個の画素）を有するようにｎ行配列したｎ×ｍ個の画素を有するマトリ
クス状の構成を有している。第５図は、上記表示パネルＤＰの各表示素子を駆動するため
の回路の一構成例を示す図である。但し、第５図の表示パネルＤＰには、ｎ行ｍ列に配列
された表示素子のうち、互いに列方向に隣り合う２個の画素Ｐ１、Ｐ２を構成する２対の
表示素子ＤＥ１～ＤＥ４に関する構成のみを取り出して示している。そこで、理解を容易
にするために、画素Ｐ１を構成する表示素子ＤＥ１、ＤＥ２とそれに隣接する画素Ｐ２を
構成する表示素子ＤＥ３、ＤＥ４について、以下に説明する。
　第５図に示すように、１個の画素を構成する一対の表示素子ＤＥ１、ＤＥ２は、それぞ
れに対応する駆動トランジスタＴ１、Ｔ２によって駆動され、これらのトランジスタは、
行方向に延びる走査駆動線３０に印加される電圧（ゲート電圧）によってオン／オフ制御
がなされる。同様に、この画素に隣接する一対の表示素子ＤＥ３、ＤＥ４は、それぞれ対
応する駆動トランジスタＴ３、Ｔ４によって駆動され、これらのトランジスタは、行方向
に走る走査駆動線３１に印加される電圧によってオン／オフ制御がなされる。
　第１信号駆動線２０と第２信号駆動線２１とには、信号駆動回路４０から各画素で表示
すべき画像データが入力され、走査駆動線３０、３１には走査駆動回路５０からハイまた
はローの電圧が印加される。
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　より具体的には、行方向に隣接する一対のトランジスタＴ１、Ｔ２のゲートＧは走査駆
動線３０に、次の行の一対のトランジスタＴ３Ｔ４のゲートＧは走査駆動線３１にそれぞ
れ接続される。また、４個のトランジスタＴ１～Ｔ４のうち、一方の側のトランジスタＴ
１、Ｔ３のドレインＤは第１信号駆動線２０に接続され、他方の側のトランジスタＴ３、
Ｔ４のドレインＤは第２信号駆動線２１に接続される。光透過型有機ＥＬ素子を有する表
示素子ＤＥ１～ＤＥ４はそれぞれ、対応のトランジスタのソースＳに接続される。これら
のトランジスタＴ１～Ｔ４のいずれかが走査駆動線３０、３１上の電圧によってオンにさ
れたときに、オンになったトランジスタに接続された表示素子が、第１信号駆動線２０及
び第２信号駆動線２１から供給される画像データ信号に基づいて発光する。実際のｎ行ｍ
列のマトリクス状の表示パネルＤＰにおいては、第５図に示す例と同様に各表示素子に対
してトランジスタが配置され、信号駆動線は２ｍ本、走査駆動線はｎ本設けられることに
なる。
　ｎ行ｍ列の画素を有する表示パネルＤＰは、第６図に示す制御回路ＣＣによる制御の下
で、第７図に示すタイミングで動作する。尚、第６図においては、液晶シャッターａ、ｂ
は、それぞれ、各表示素子を挟むよう設けられた一対の液晶シャッターを総称したもので
ある。
　第６図に示すように、制御回路ＣＣは、画像信号源ＳＧから画像信号を受け取って表示
パネルＤＰ及び複数対の液晶シャッターａ、ｂを駆動するものであり、第５図に示す信号
駆動回路４０及び走査駆動回路５０に加えて、フレームメモリ回路６０とシャッター駆動
回路７０とを備える。走査駆動回路５０及びフレームメモリ回路６０の入力は画像信号源
ＳＧの出力と接続され、信号駆動回路４０の第１の出力は表示パネルＤＰに、第２の出力
はシャッター駆動回路７０にそれぞれ与えられ、シャッター駆動回路７０の出力は液晶シ
ャッターａ、ｂと接続される。
　第１の実施の形態において既に説明した動作と同様に、第６図に示す装置においても、
画像信号源ＳＧは、１水平走査期間に、１つの水平行をなすｍ個の画素を駆動するための
ｍ個の画像データを出力する。この画像データはフレームメモリ回路６０に取り込まれる
。また、画像信号源ＳＧはそのフレーム信号を走査駆動回路５０に供給する。走査駆動回
路５０は、画像信号源ＳＧからのフレーム信号に同期して、表示パネルＤＰのための水平
方向走査信号ｈｓを発生する。走査駆動回路５０からの水平方向走査信号ｈｓは表示パネ
ルＤＰを駆動する。
　一方、フレームメモリ回路６０から読み出された画像データは、信号駆動回路４０にお
いて処理され、表示パネルＤＰの列方向に延びる信号線に映像信号が入力される。同時に
、表示パネルＤＰには、走査駆動回路５０からの水平方向走査信号ｈｓが走査線を介して
行方向に供給され、表示パネルＤＰにおけるそれぞれの表示素子に上記映像信号と水平方
向走査信号ｈｓとが印加され、信号線と走査線とが交差する箇所に配置された所要の表示
素子を発光させる。これにより表示パネルＤＰに画像データに応じた表示が行われる。
　この際、信号駆動回路４０は、１水平走査期間毎に、フレームメモリ回路６０から受け
取った画像データの出力順を変更して第１の信号駆動線及び第２の信号駆動線に出力する
。以下、第７図（イ）び（ロ）を参照して、表示パネルの表裏から同一の表示を見ること
ができるように、信号駆動回路４０が一対の信号，駆動線を駆動する動作について説明す
る。第７図の（イ）は、１つの水平走査期間において信号駆動回路４０が第１信号駆動線
２０と第２信号駆動線２１とに出力する画像データを示す図である。第７図（イ）に示す
ように、ｎ本の走査駆動線のうちのある１本の走査駆動線、例えば第５図における走査駆
動線３０がハイに駆動されている１水平走査期間中に、信号駆動回路４０は、ｍ本の第１
信号駆動線２０のそれぞれに、１つの水平行のｍ個の画素でそれぞれ表示されるべきｍ個
の画像データＩ１、Ｉ２、Ｉ３、・・・、Ｉｍ－１、Ｉｍを表示させるための信号をそれ
ぞれ印加する。
　すなわち、第１列の第１信号駆動線２０に接続された表示素子には第１列のための画像
データＩ１が、第２列の第１信号駆動線に接続された表示素子には第２列のための画像デ
ータＩ２が与えられ、以下同様にして、第ｍ列の第１信号駆動線に接続された表示素子に
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　同時に、この水平走査期間に、信号駆動回路４０は、第７図（ロ）に示すように、第１
列の第２信号駆動線２１には第ｍ列のための画像データＩｍを、第２列の第２信号駆動線
には第（ｍ－１）列のための画像データＩｍ－１を表示するための信号を与え、以下、同
様にして、第ｍ列の第２信号駆動線には第１列のための画像データＩ１を表示するための
信号が与えられる。
　すなわち、第７図の（イ）に示す例においては、１つの水平行のｍ個の画素を構成する
２ｍ個の表示素子のうち、第１信号駆動線に接続されたｍ個の表示素子には、第１列目か
ら第ｍ列目の順で、第１列のための画像データＩ１から第ｍ列のための画像データＩｍを
表示させるための信号がそれぞれ供給され、一方、第２信号駆動線に接続されたｍ個の表
示素子には、第１列目から第ｍ列目の順で、第ｍ列のための画像データＩｍから第１列の
ための画像データＩ１を表示させるための信号がそれぞれ供給される。具体的には、例え
ば、第５図に示す一対の表示素子ＤＥ１、ＤＥ２が表示パネルＤＰの第１行第１列の画素
を構成するとすると、第７図のＡの場合には、表示素子ＤＥ１には第１列のための画像デ
ータＩ１が供給され、表示素子ＤＥ２には第ｍ列のための画像データＩｍが供給される。
　さらに、この際、それぞれの表示素子を挟むように設けられた一対の液晶シャッター（
第４図のａ１～ａ４、ｂ１～ｂ４等）は、シャッター駆動回路７０によって以下のように
開状態（すなわち透過状態）又は閉状態（すなわち遮光状態）に制御される。すなわち、
一対の表示素子（第４図のＤＥ１、ＤＥ２等）からなる画素をｍ個水平に配置した１つの
行が走査される期間中、第１信号駆動線（第５図の２０）に接続された表示素子（例えば
、第５図のＤＥ１）の一方の側に配置した液晶シャッターａ１は開状態、他方の側に配置
した液晶シャッターｂ１は閉状態に制御される。これに対し、第２信号駆動線（第５図の
２１）に接続された表示素子（例えば、第５図のＤＥ２）の一方の側に配置した液晶シャ
ッターａ２は閉状態、他方の側に配置した液晶シャッターｂ２は開状態に制御される。
　同様に、この次の水平行が走査される走査期間中にも、第１信号駆動線（第５図の２０
）に接続された表示素子（例えば、第５図のＤＥ３）の一方の側に配置した液晶シャッタ
ーａ３は開状態、他方の側に配置した液晶シャッターｂ３は閉状態に制御され、第２信号
駆動線（第５図の２１）に接続された表示素子（例えば、第５図のＤＥ４）の一方の側に
配置した液晶シャッターａ４は閉状態、他方の側に配置した液晶シャッターｂ２は開状態
に制御される。
　以下、同様にして全での行の各画素について、その表示素子を挟む液晶シャッターを開
閉制御することにより、各フレーム走査期間には、第１信号駆動線に接続された全部の表
示素子の一方の側に配置された液晶シャッターは第１の状態（例えば開状態）に制御され
、他方の側に配置された液晶シャッターは第２の状態（例えば閉状態）に制御され、また
、第２信号駆動線に接続された全での表示素子の一方の側に配置された液晶シャッターは
第２の状態に制御され、他方の側に配置された液晶シャッターは第１の状態に制御される
。
　この結果、第１信号駆動線に接続された各表示素子の一方の側に配置された液晶シャッ
ターと第２信号駆動線に接続された各表示素子の他方の側に配置された液晶シャッターと
は、同時に光透過状態に駆動されるので、水平行走査期間毎に図７により既に説明した順
番で第１信号駆動線と第２信号駆動線とに画像データを表示させるための信号を与えるこ
とにより、表示パネルＤＰのいずれの側でも同様の画面を見ることが可能になる。
　以上の動作を表１にまとめ。尚、表１において、表示素子ＤＥｉ１１～ＤＥｉｍ２は第
１行における第１番目の画素～第ｍ番目の画素をそれぞれ構成し、ｉ＝１～ｎであり、○
は液晶シャッターが開（透過）状態であり、×は液晶シャッターが閉（遮光）状態である
ことを示す。
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【表１】

　一対の液晶シャッターの状態制御は、上で説明したものに限られるものではなく、それ
ぞれの水平走査期間毎に第１信号駆動線と第２信号駆動線とに与える画像データの順番を
変更することにより、液晶シャッターを表１に示す状態とは異なる状態に制御することも
可能である。例えば、下記の表２に示すように液晶シャッターの開閉を制御すると共に、
各表示素子に与える画像データの順番を制御する場合にも、表示パネルＤＰのいずれの側
からも同一の画面を観察することができる。なお、表２において、第ｊ行は第ｉ行の次の
（つまりｊ＝ｉ＋１）水平行であるとする。
【表２】

　すなわち、第ｉ行の走査駆動線がハイに駆動されている１水平走査期間に、信号駆動回
路４０は、ｍ本の第２信号駆動線２１のそれぞれに、その行のｍ個の画素で表示されるべ
きｍ個の画像データＩ１、Ｉ２、Ｉ３、・・・、Ｉｍ－１、Ｉｍを表示させる信号のそれ
ぞれを印加するものとする。すなわち、第１列の第２信号駆動線２１に接続された表示素
子には第１列のための画像データＩ１信号が、第２列の第２信号駆動線に接続された表示
素子には第２列のための画像データＩ２信号が与えられ、以下同様にして、第ｍ列の第２
信号駆動線に接続された表示素子には第ｍ列のための画像データＩｍ信号が与えられる。
同時に、この水平走査期間に、信号駆動回路４０は、第１列の第１信号駆動線２０には第
ｍ列のための画像データＩｍ信号を、第２列ｎ第１信号駆動線には第（ｍ－１）列のため
の画像データＩｍ－１信号が与えられ、以下同様にして、第ｍ列の第１信号駆動線には第
１列のための画像データＩ１信号が与えられる。
　その次の水平走査期間、すなわち、第ｊ行の走査駆動線がハイに駆動されている１水平
走査期間に、信号駆動回路４０は、ｍ本の第１信号駆動線２０のそれぞれに、その行のｍ
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個の画素で表示されるべきｍ個の画像データＩ１、Ｉ２、Ｉ３、・・・、Ｉｍ－１、Ｉｍ
のそれぞれを印加するものとする。すなわち、第１列の第１信号駆動線２０に接続された
表示素子には第１列のための画像データＩ１信号が、第２列の第１信号駆動線に接続され
た表示素子には第２列のための画像データＩ２信号が与えられ、以下同様にして、第ｍ列
の第１信号駆動線に接続された表示素子には第ｍ列のための画像データＩｍが信号与えら
れる。同時に、この水平走査期間に、信号駆動回路４０は、第１列の第２信号駆動線２０
には第ｍ列のための画像データＩｍ信号を、第２列の第２信号駆動線には第（ｍ－１）列
のための画像データＩｍ－１信号が与えられ、以下同様にして、第ｍ列の第２信号駆動線
には第１列のための画像データＩ１信号が与えられる。
　こうして、第１信号駆動線と第２信号駆動線とに画像データを供給するとともに、表２
の○×で示すように液晶シャッターを開閉制御することにより、表示パネルの表裏両側で
同一の画面を観察することが可能になる。
　以上、本発明の実施の形態による表示装置について説明したが、本発明はこうした実施
の形態に限定されるものではない。例えば、本発明の目的が達成されるならば、表示素子
として、光透過型有機ＥＬ素子の代わりに、任意の透明表示素子を用いることが可能であ
る。
　また、上記の各実施の形態では、第１面側と第２面側とで、ほぼ同様な表示を行うこと
を前提として説明したが、例えば対面表示を行う場合であって、説明者側には説明をスム
ーズに行うための資料を、被説明者側には実際の資料を表示させたい場合など、実際の第
１面側と第２面側とで異なる表示となるように制御を行う構成にしても良い。この場合に
は、例えば第１の実施の形態の第２図を参照して説明すると、画像信号源ＳＧに第１面側
に表示させるべき第１画像データと第２面側に表示させるべき第２画像データとのそれぞ
れのデータを含めておき、これらを識別できるように第１画像データと第２画像データと
に識別信号を付しておけば、この画像信号源ＳＧからの信号に基づいて表示制御を行うこ
とができる。この際、一時的に先に入力された画像を記憶しておくバッファメモリを利用
し、バッファメモリを介した画像データとダイレクトに入力された画像データとを同時に
表示させるように制御することができる。
　上記の方法によれば、同じ期間内に第１面側と第２面側とで同時に異なる表示を行うこ
とが可能である。尚、この場合には、走査信号を反転させる処理などを行わなくても良い
が、第１面側と第２面側との表示位置を記憶するメモリと、このメモリに記憶された表示
位置に基づくシャッター制御を行える構成が好ましい。
　尚、上記実施形態においては、表示パネルとして、光透過型有機エレクトロルミネッセ
ンス素子からなる表示パネルを例にして説明したが、表示パネルとしてはこれに限定され
るものではない。有機系、無機系の表示パネルのいずれを用いても良く、また、エレクト
ロルミネッセンス素子に限定されるものではなく、種々の表示パネルを用いることが可能
であることは言うまでもない。表示対象も、画像に限定されるものではなく、種々の表示
対象に適用可能である。これらの対象に関しても、本発明の範疇に入ることは言うまでも
ない。
【産業上の利用可能性】
　以上、詳述したところから理解されるように、請求の範囲第１項の発明は、表示パネル
の表裏どちらからでも同様の表示が可能な表示装置を提供する。したがって、この表示装
置を挟んで向き合う観察者同士で同一の情報を共有することができ、従来のような多面表
示装置を不要とし、また、表示面を各観察者に向けるといった手間を省くことができる。
そのうえ、表示装置そのものを小型軽量化することができるという効果をも奏する。
　請求の範囲第２項の発明は、信号源からのデータを利用して液晶シャッターの開閉を制
御するので、制御手段の回路構成を簡単にすることができるという効果を奏する。
　請求の範囲第３項の発明は、請求の範囲第１項の発明がフレーム単位で表示を切り換え
るのに対して、正規の表示とその鏡像とを同時に表示させ、一対の液晶シャッターの開閉
によって、表示装置の一方の側で正規の表示を、他方の側で鏡像を観察することができる
ようにしたので、高い解像度での表示が可能になるという効果を奏することができる。
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　請求の範囲第４項の発明は、水平走査毎に、鏡像を表示する表示素子の組を切り換えて
いるので、見かけ上の解像度を向上させ、表示画像を更に見やすくするという効果を奏す
る。
　請求の範囲第５項に記載の発明は、表示パネルの表示と両面に設けられたシャッター手
段とを制御することにより、表示パネルの第１面側と第２面側とから見た場合に同様に見
えるように表示することができる。
　請求の範囲第１５項に記載の発明では、第１面側から観察した第１表示と第２面側から
観察した第１表示とは異なる第２表示との表示制御を行う表示制御手段と、第１表示の際
には前記第２シャッター手段により第２面側の表示画素を遮蔽するとともに、第２表示の
際には第１シャッター手段により第１面側の表示画素を遮蔽するシャッターの開閉制御を
行うシャッター制御手段を有しているため、第１面側と第２面側とで異なる表示をほぼ同
時に見ることが出来る。

【図１】 【図２】



(14) JP 4236637 B2 2009.3.11

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(15) JP 4236637 B2 2009.3.11

【図７】



(16) JP 4236637 B2 2009.3.11

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｇ０９Ｇ   3/30     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ａ          　　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/02     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｈ          　　　　　
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/20    ６６０Ｋ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｇ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/30    　　　Ｊ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/02    　　　　          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G02F   1/13
              G02F   1/133
              G02F   1/1347
              G09F   9/40
              G09G   3/20
              G09G   3/30
              H01L  51/50
              H05B  33/02



专利名称(译) 表示装置

公开(公告)号 JP4236637B2 公开(公告)日 2009-03-11

申请号 JP2004515492 申请日 2003-06-13

[标]申请(专利权)人(译) 夏普株式会社

申请(专利权)人(译) 夏普公司

当前申请(专利权)人(译) 夏普公司

[标]发明人 池田博

发明人 池田 博

IPC分类号 G02F1/13 G02F1/133 G02F1/1347 G09F9/40 G09G3/20 G09G3/30 H05B33/02 H01L51/50 G09G3/36 
H01L27/32

CPC分类号 G09G3/36 G02F1/13306 G02F1/1347 G02F2001/133342 G09G2300/023 G09G2300/08 G09G2310
/0283 G09G2340/0492 H01L27/3244 H01L2251/5323

FI分类号 G02F1/13.505 G02F1/133.550 G02F1/1347 G09F9/40.303 G09G3/20.612.R G09G3/20.621.A G09G3
/20.623.H G09G3/20.660.K G09G3/20.680.G G09G3/30.J H05B33/02 H05B33/14.A

优先权 2002179931 2002-06-20 JP

其他公开文献 JPWO2004001491A1

外部链接 Espacenet

摘要(译)

显示装置具有布置在透明基板上的透明显示元件，以及能够从任何一侧
观察显示图像的显示面板DP，以及布置成将显示面板DP夹在中间的一对
液晶快门装置2。 ，2bs和显示控制装置13和15，用于每隔一帧显示要在
显示板上显示的图像的镜像，并且与显示控制装置的操作同步，一对液
晶快门装置液晶快门控制装置用于打开和关闭以便不对每次扫描同时打
开，液晶快门控制用于打开和关闭一对液晶快门装置，使得镜像在显示
面板DP的一侧被观察为正常图像通过包括装置14，可以从显示面板的正
面和背面同时观看显示在显示面板上的图像信息。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/ee8e4e79-97e8-4808-989e-a4625eb1491b
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/029996583/publication/JP4236637B2?q=JP4236637B2

